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＜連絡事項＞
・皮膚科のカルテがバラバラに保存されていたことと、まだ記録する欄が残っているのに記録用紙を補充されていたので、皮膚科Dr.からの指摘もありました。適切に管理していきましょう。
・薬の処方内容の変更や、処方形態の変更などがあった際は、カルテの記録及び申し送りやカンファレンスへの記載を忘れずに行いましょう。また、処方内容が変更になった際は変更になった理由を説明できる様に主治医から確認をしておくようにしましょう。
・＜患者様連絡事項＞
・出河　攻様～疼痛時ボルタレン坐剤25㎎　１０個処方あり。
・中村　豊様～他者トラブルあり、他者交流が不安定となっているとの事で東病棟への転出予定となっています。
＜要注目患者様＞　
・出河　攻様～日課では、車椅子移動を拒否する場面も見られるが、疼痛は自制内で経過
している。対面時の表情穏やかで妄想言動もなし。
・小笠原　文人様～スタッフへの話し掛け多く、多弁性あり。奇異的動作も見られている。苛々感や易怒性なく他者トラブルはなし。
・冨田　幸生様～10:30療養環境変更目的にて東病棟から北病棟307号室へ転入となる。
<村上Dr.患者様診察状況＞

・高橋　康光様～歩行状態改善し、自身でもらくになったと話している。メネシット錠1日150㎎増薬となる。
・十日市　利喜様～特変なし。定期薬同内容で継続。
・中野渡　鉄男様～特変なし。定期薬同内容で継続。
・佐藤　英之様～アルコール依存症治療プログラムレクチャー6　主治医からの
指導を実施する。ご自身は断酒を考えており、飲酒で具合が悪くなったことを思い出して、もう2度と飲まないと決意していると話している。
 ＜皮膚科診察＞
・小豆畑　裕介様～左乳房上部発赤軽減。しこりとなっている。圧痛軽度あり。ゲンタシン軟膏塗布後は必ずガーゼ保護するよう処置の指示あり。
・井上　和美様～同処置継続。テルビナフインクリーム　1本処方
・河村　哲久様～右第一趾に肉芽形成
　　　　　　　　イソジン消毒+デルモゾールDP軟膏薄く塗布+テラマイシン軟膏塗布し、
ガーゼ保護
　　　　　　　　

・島守　淳様～テルビナフィン外用液　1本処方。爪が伸びており自己処置の状態を観察す
る必要性あり。外用液の自己管理は行わず、様子を見ることとする。
・中村　豊様～右足底状態改善している。アズノール軟膏塗布のみ。
・播磨　克子様～漸次軽快同前処置：デルモゾール軟膏3本処方
　　　　　　　　ヘパリン類似物質クリームに変更検討していくとのこと。

・佐藤　英之様～右下肢痂皮まだあり。左下肢の皮膚乾燥と掻痒感は軽減している。軟膏
自己管理としている。耳介処置はテラマイシン軟膏中止。デルモゾール
DP軟膏塗布は継続となっている。
